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兵
票
は
、
障
害
者
雇
用
を
拡
大
さ
せ
る
た
め
、
来
　
校
の
生
徒
と
と
も
に
農
場
実
習
を
重
ね
る
な
ど
準
備
を

春
か
ら
農
家
へ
の
就
労
仲
介
を
始
め
る
こ
と
を
決
め
　
進
め
て
い
る
。
受
け
入
れ
農
家
の
開
拓
な
ど
が
課
撃

た
。
す
で
に
、
障
害
者
の
農
作
業
を
手
助
け
す
る
「
就
　
が
、
蘭
拓
支
碧
を
採
用
す
る
な
ど
し
て
態
勢
構
讐

労
サ
ポ
ー
タ
ー
」
の
養
成
講
座
を
開
き
、
特
別
支
援
学
　
急
ぐ
。

（桑名
良
典）

雇
用
拡
大
、
来
春
か
ら
兵
庫
県
開
始

障
害
者
の
就
農
仲
介

サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
、
準
備
急
ぐ

就
労
伸
介
は
、
特
別
支
援

学
校
の
卒
業
生
や
福
祉
施
設

な
ど
で
働
く
障
害
者
ら
を
対

象
に
、
県
社
会
福
祉
事
業
団

・
五
色
精
光
園
（
洲
本
市
）

が
担
う
。
障
害
者
と
と
も
に

派
遣
さ
れ
る
就
労
サ
ポ
ー
タ

ー
の
養
成
講
座
に
は
、
淡
路

島
内
の
主
婦
や
リ
タ
イ
ア
し

た
団
塊
世
代
の
2
0
人
が
参

加
、
7
月
に
研
修
を
修
了
し

た
。
翌
月
か
ら
、
県
立
あ
わ

じ
特
別
支
援
学
校
（
同
市
）

の
生
徒
と
、
タ
マ
ネ
ギ
な
ど

の
収
穫
や
選
別
、
出
荷
、
草

刈
り
な
ど
の
実
習
に
取
り
組

ん
で
い
る
。

サ
ポ
ー
タ
ー
の
指
導
を
担

当
し
た
兵
庫
県
立
大
大
学
院

の
豊
田
正
博
准
教
授
は
「
作

業
を
見
せ
な
が
ら
教
え
る
こ

と
で
習
得
も
早
く
な
る
。
知

的
障
害
者
は
繰
り
返
す
作
業

が
得
意
で
、
農
作
業
に
適
応

し
ゃ
す
い
」
と
期
待
を
込
め

る。

一
方
、
実
習
な
ど
を
通
し

て
、
受
け
入
れ
農
家
の
開
拓

▽
農
閑
期
の
雇
用
継
続
策
▽

サ
ポ
ー
タ
ー
の
増
員
－
な
ど

の
課
題
が
浮
上
。
県
は
1
2
月

補
正
予
算
で
、
受
け
入
れ
農

家
を
開
拓
す
る
支
援
員
ュ
人

の
配
置
を
盛
り
込
ん
だ
。
ま

た
、
来
年
2
月
に
は
関
係
者

を
集
め
て
課
題
へ
の
対
応
を

話
し
合
う
予
定
で
、
障
害
者

支
援
課
は
「
障
害
者
の
新
し

い
就
労
モ
デ
ル
と
し
て
確
立

し
た
い
」
と
し
て
い
る
。

わ
じ
市
広
田
中
筋


